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①
花
火
大
会
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
寄

付
と
協
賛
金
す
み
分
け
の
課
題
は
②
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運
営
者
と
な
る
取
り
組
み
を
伺
う

③
来
年
の
花
火
大
会
で
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
告
知
は

④
公
共
空
間
を
市
民
の
方
が
憩
え
る
空
間
に
変
え
て

い
く
試
み
に
関
し
て
伺
う
⑤
来
年
度
以
降
の
北
口
三

角
地
広
場
の
活
用
方
針
は
⑥
オ
リ
パ
ラ
レ
ガ
シ
ー
に

関
す
る
市
の
定
義
は
⑦
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
関
す
る
市

の
認
識
を
伺
う
。

①
返
礼
品
の
選
定
や
バ
ラ
ン
ス
等
が
課
題
②
導

入
に
は
、
初
期
費
用
や
利
用
料
金
等
の
相
当
な

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
。
他
社
と
も
比
較
し
慎

重
に
検
討
③
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
が
図
れ
る
よ
う
関
係
者

と
調
整
す
る
④
安
全
面
の
確
保
等
が
必
要
な
ほ
か
長

期
占
用
が
困
難
等
の
課
題
が
あ
る
⑤
に
ぎ
わ
い
広
場

と
し
て
開
設
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
活

用
し
た
い
⑥
大
会
を
機
に
地
域
課
題
を
解
決
す
る
ほ

か
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
挙
げ
る
５
分
野
の
持
続
的
発
展
を
考

慮
し
た
事
業
展
開
が
重
要
⑦
多
様
な
面
で
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
認
識
。

国
際
大
会
を
直
前
に
、千
載
一
遇
の
機
会
を
ど
う

捉
え
る
の
か
、市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
伺
う

コ
マ
エ
×
デ
ザ
イ
ン
。デ
ザ
イ
ン
が
街
を
活
性
化

さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
を
伺
う

①
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
に
関
し
て
具
体

的
な
流
れ
、
広
報
の
役
割
は
②
組
織
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
を
統
括
す
る
部
署
の
有
効
性
に
関
し
て
市
の

所
見
は
③
教
育
部
広
報
誌
「
ガ
ク
☆
チ
キ
」
に
関
し

て
発
行
に
至
っ
た
経
緯
、
課
題
を
ど
う
解
決
し
て

い
っ
た
の
か
④
同
誌
の
想
定
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
⑤

同
誌
を
職
員
自
ら
デ
ザ
イ
ン
参
画
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

①
定
例
記
者
会
見
と
随
時
の
発
信
。
掲
載
し
た

く
な
る
よ
う
な
原
稿
作
成
と
複
数
手
段
で
の
リ

リ
ー
ス
②
現
時
点
で
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
共
有
し
、
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
③
広
報
に

疑
問
を
感
じ
た
職
員
が
多
摩
地
域
の
教
育
委
員
会
に

働
き
か
け
調
査
・
研
究
を
行
い
、
具
体
化
し
た
④
学

校
と
の
接
点
が
余
り
多
く
な
い
よ
う
な
地
域
の
方
⑤

地
域
の
方
々
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
、
人
材
育
成
・
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
な
っ
て
い
る
。

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
。
②「
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」「
事
前
キ
ャ
ン
プ
」と
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
③
調
布
市
の
取
り
組
み
。
④
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
と
可
能
性
、
ま
た
友
好
都
市
や

災
害
時
相
互
応
援
協
定
先
で
あ
る
自
治
体
と
の
連
携

で
、
と
も
に
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
残
せ
な
い
か
。

①
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
都
等
と
連
携
し
た
事

業
等
の
実
施
、
全
小
・
中
学
校
で
の
オ
リ
パ
ラ

教
育
推
進
な
ど
。
②
前
者
は
交
流
国
を
選
定
し
、
地

域
住
民
等
と
の
交
流
を
行
う
も
の
、
後
者
は
選
手
団

が
大
会
前
に
実
施
す
る
も
の
で
、
決
定
権
は
選
手
団

が
有
し
、
交
流
等
が
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
③
大
会

会
場
で
開
催
さ
れ
る
競
技
を
紹
介
す
る
冊
子
の
作
成

や
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
④
狛
江
と
か
か
わ
り
の

あ
る
自
治
体
と
の
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

は
今
目
指
し
て
い
る
方
向
と
一
致
し
て
お
り
、
さ
ら

に
進
め
ら
れ
れ
ば
よ
い
。

２
０
１
９
年
、２
０
２
０
年
に
向
け
た
狛
江
市

ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

①
新
東
京
農
業
振
興
プ
ラ
ン
の
前
回
か
ら
の
改

正
点
い
か
が
。
②
東
京
都
の
計
画
と
比
較
し
狛

江
の
農
業
の
現
状
い
か
が
。
③「
東
京
都
Ｇ
Ａ
Ｐ
制

度
」
と
は
何
か
。
狛
江
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
の
関
係
は
。
④

東
京
都
の
プ
ラ
ン
と
比
較
し
、
狛
江
で
実
施
さ
れ
て

い
な
い
施
策
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
⑤

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
。
狛
江
で
は
必
要
な
い
か
。

⑥
今
後
、
市
と
し
て
目
指
す
農
業
の
方
向
性
。
市
長

の
見
解
は
。

①
モ
デ
ル
農
園
の
運
営
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
の
導
入

推
進
等
。
②
東
京
都
よ
り
も
先
行
す
る
部
分
や
、

狛
江
独
自
の
農
地
保
全
の
取
り
組
み
も
あ
る
。
③
農

水
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
狛
江
版
よ
り
も

チ
ェ
ッ
ク
項
目
多
数
。
④
多
様
な
目
的
に
応
じ
た
農

園
の
整
備
。
⑤
農
業
者
と
市
民
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
農
業
経
営
を
支
え
る
手
段
の
ひ
と
つ
。
今
後
調

査
・
研
究
。
⑥
援
農
者
の
育
成
や
狛
江
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
の
生
産
等
様
々
な
取
り
組
み
等
に
対
し
一
層
の
支

援
を
継
続
。

都
市
農
業
振
興
基
本
法
と
東
京
農
業
振
興
プ
ラ
ン

を
受
け
て
狛
江
市
の
農
業
を
ど
う
す
る
か

①
以
前
よ
く
冠
水
し
た
泉
の
森
会
館
前
や
狛
江

三
差
路
付
近
の
近
年
の
状
況
は
②
市
内
の
雨
水

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
幅
員
が
既
に
４
ｍ
以
上

あ
る
道
路
は
市
の
責
任
で
整
備
し
て
い
く
と
認
識
し

て
よ
い
の
か
③
松
原
通
り
の
調
布
市
側
の
一
部
区
間

が
完
成
し
交
通
開
放
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
で
松
原
通

り
は
完
成
し
た
と
考
え
て
い
い
の
か
④
交
通
開
放
後

交
通
量
が
増
え
た
と
聞
い
て
い
る
。
松
原
交
差
点
の

今
後
の
計
画
は
。

①
平
成
25
年
の
台
風

25

18
号
以
来
、
被
害
な
し
。

雨
水
対
策
事
業
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
も
の
と

認
識
②
沿
道
で
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
適
用
さ
れ
る
物

件
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
物
件
に
接
す
る
道
路
に

つ
い
て
は
事
業
者
に
対
し
て
整
備
を
要
望
す
る
。そ
う

で
な
い
限
り
は
、
道
路
修
繕
計
画
に
基
づ
き
市
で
整

備
す
る
③
概
成
区
間
が
存
在
し
一
部
が
事
業
中
の
た

め
完
成
は
し
て
い
な
い
④
都
に
お
い
て
現
地
の
測
量
を

実
施
し
た
が
、具
体
的
な
工
程
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

「
地
域
防
災
計
画
」に
つ
い
て

①
現
行
の「
地
域
防
災
計
画
」の
課
題
は
②
新

し
い「
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
」で
は
市
域
の

７
割
が
浸
水
す
る
。早
急
に
避
難
所
確
保
を
③
広
域

応
援
協
定
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く「
受
援
計
画
」の
作

成
を
④
国
の
新
し
い
基
本
計
画
に
沿
っ
て「
地
域
防

災
計
画
」の
見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
水
防
法
改
正
に
よ
り
、
連
携
体
制
の
構
築
を

図
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
地

域
防
災
計
画
修
正
と
水
害
対
策
が
課
題
②
場
合
に

よ
って
は
、
隣
接
自
治
体
避
難
所
の
融
通
も
検
討
の
一

つ
と
考
え
る
③
都
と
も
連
携
を
図
り
、
協
議
を
始
め

て
い
る
④
12
月
いっ
ぱ
い
を
目
標
に
現
在
調
整
中
。

制
度
の
は
ざ
ま
で
苦
し
む「
医
療
的
ケ
ア
児
」と

ご
家
族
に
支
援
の
充
実
を

①「
医
療
的
ケ
ア
児
」に
つ
い
て
、
改
正
法
の

意
義
は
②
保
育
所
受
け
入
れ
に
つ
い
て
市
の
考

え
方
③
小
・
中
学
校
に
通
う
た
め
に
必
要
と
な
る
体

制
は
④
ご
家
族
へ
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
実
績
と
今

後
の
取
り
組
み
は
⑤
医
療
的
ケ
ア
児
に
も
災
害
時
の

「
個
別
プ
ラ
ン
」を
作
成
す
べ
き
。

①
初
め
て
手
を
差
し
伸
べ
た
注
目
す
べ
き
事
案

と
認
識
②
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
は

い
な
い
が
、検
討
の
必
要
性
は
あ
る
③
ト
イ
レ
整
備

等
の
ハ
ー
ド
面
、ソ
フ
ト
面
の
話
し
合
い
④
問
い
合
わ

せ
は
あ
る
が
、利
用
開
始
は
な
し
。個
別
に
案
内
等
を

行
う
⑤
説
明
し
個
別
計
画
策
定
等
を
お
願
い
す
る
。

財
政
基
盤
の
確
立
に
つ
い
て

①
狛
江
市
の
財
政
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
②
経
常
収
支
比
率
の
改
善
策
は
③
交

付
団
体
は
税
収
が
増
え
て
も
一
般
財
源
総
額
は
変
わ

ら
な
い
。
狛
江
市
も
財
政
の
自
由
度
が
高
い
余
裕
あ

る
不
交
付
団
体
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
改
善
し
た
が
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
な
ど

将
来
を
見
据
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
②
社
会

保
障
関
係
費
が
増
加
す
る
が
、
効
率
的
財
政
運
営
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
一
定
水
準
を
保
ち
た
い
③
市
の
産

業
構
造
や
今
後
の
人
口
推
計
を
踏
ま
え
る
と
難
し
い
。

①
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
ド
イ
ツ
と
狛
江
を
結

ん
だ
ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
。
故
郷
ゼ
ン
フ
テ
ン
ベ
ル

ク
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
。
②
国
際
姉
妹
都
市
が
な

い
狛
江
市
、
今
後
国
際
姉
妹
都
市
提
携
に
発
展
し
て

い
き
た
い
が
市
の
見
解
は
。
③
小
・
中
学
校
授
業
参

観
日
に
地
域
と
連
携
し
て
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
学

校
も
あ
る
。
防
災
教
育
の
一
環
だ
と
思
う
が
。
④
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
を
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
ど

ん
ど
ん
活
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

①
内
容
は
ヘ
ル
マ
ン
さ
ん
の
会
を
中
心
に
検
討
。

「
わ
っこ
」等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
支
援

②
ゼ
ン
フ
テ
ン
ベ
ル
ク
市
長
と
会
え
れ
ば
交
流
の
可
能

性
に
つい
て
意
見
交
換
し
た
い
③
自
分
の
命
は
、自
分

で
守
る
力
を
子
供
た
ち
が
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
。

学
校
の
中
に
は
、土
曜
日
の
保
護
者
参
観
日
に
避
難

訓
練
を
設
定
し
、併
せ
て
地
域
防
災
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
④
映
像
情
報
は
浸
透
性
が
高
い
。ド
ロ
ー
ン
撮

影
も
選
択
肢
に
入
れ
、狛
江
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
。

競
争
す
る
自
治
体
～
狛
江
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
活
性
化

市
内
産
業
の
発
展

①
平
成
28
年
度
の
工
事
請
負
・
工
事
委
託
の
受

注
状
況
は
②
市
内
業
者
の
育
成
に
市
は
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
③
学
校
給
食
食
材
の
市
内
業
者
と

市
外
業
者
の
割
合
は
④
保
育
園
食
材
の
市
内
業
者
と

市
外
業
者
の
割
合
は
⑤
和
泉
多
摩
川
地
域
活
性
化
の

た
め
和
泉
多
摩
川
駅
か
ら
京
王
線
沿
線
に
民
間
の
バ

ス
路
線
の
開
通
は
可
能
か
⑥
さ
ら
に
二
子
玉
川
ま
で

の
直
通
便
は
可
能
か
⑦
市
役
所
駐
車
場
の
店
舗
用
駐

車
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

①
請
負
39
件
中

39

24
件
、
委
託

39

24

40
件
中

39

24

40

10
件
が
市

内
業
者
②
引
き
続
き
入
札
・
受
注
機
会
を
確
保
、

業
界
団
体
等
と
の
意
見
交
換
等
に
応
え
る
③
小
学
校

は
17
～
17

18
業
者
中
、
市
内
８
～
９
業
者
。
中
学
校
は

17
業
者
中
、
市
内
７
業
者
④

17

20
業
社
中
市
内

17

20

12
業
者

⑤
時
期
は
未
定
だ
が
バ
ス
事
業
者
か
ら
早
期
の
運
行

開
始
を
目
指
し
関
係
機
関
等
と
調
整
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
⑥
バ
ス
事
業
者
へ
要
望
す
る
⑦
利
便
性
向

上
に
よ
る
活
性
化
及
び
リ
ー
フ
レッ
ト
等
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
。

①
狛
江
市
の
福
祉
で
の
喫
緊
の
課
題
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
②
高
齢
者
が
抱
え
る
問
題
で
緊
急

性
の
特
に
高
い
も
の
は
何
か
③
独
居
高
齢
者
の
方
々

は
市
内
に
ど
の
ぐ
ら
い
い
る
の
か
④
独
居
高
齢
者
が

少
し
で
も
社
会
と
の
接
点
も
持
て
る
よ
う
な
対
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
⑤
今
後
も
高

齢
化
は
続
く
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
今
後
の
福
祉
行

政
を
進
め
て
い
く
中
で
最
大
の
課
題
は
担
い
手
の
確

保
か
。①

住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が

営
め
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
、
日
常
生
活
支
援
が
包
括
的
に
提
供
さ
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
が
課
題
②
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
や
、
身

寄
り
の
い
な
い
独
居
高
齢
者
③
４
６
５
２
世
帯
④
住

民
同
士
が
交
流
し
、
支
え
合
う
サ
ロ
ン
活
動
⑤
元
気

高
齢
者
に
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
と
同
時

に
健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
介
護
予
防
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
。

狛
江
市
の
福
祉
行
政
の
課
題

狛
江
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

※
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※
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※
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※
11


